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資料① 分野別意見・提言集約（将来像・基本目標に係る方向性について） 

 

区   分 意 見 ・ 提 言 内 容 

将 来 像 に 

関 連 す る 

事   項 

 

（総務・文教部門） 

・自然を生かした、豊かなまちづくり。 

・住民との協働のまちづくり。 

・時代を担う若い人と子供たちに引き継げる将来像を。 

・アンケート結果から農業を踏まえた産業の振興と少子高齢化対策が必要。

総務・文教 

部   門 

（行財政） 

・人口推計を過大にしないこと。平成18年からは日本の人口が減っていくし、

３町村においても、核家族化は進んでいくので、前回の任意協の人口推計

を見直す必要があるのでは。 

・人口が増えないと町が活性化しない。商業施設や住宅団地での人口増加に

は限界がある。少子高齢化対策や住みやすく子供を育てやすい環境の整備

による人口増の対策が必要。 

・任意協議会のときの申し合わせである、対等合併、健全な財政運営を守っ

ていくことが必要。 

・若者が定住できるような雇用対策が必要。例えば農業の特色を生かした雇

用の確保など。 

・３町村とも合併前の基金残高を少しでも残すよう努力すべき。 

・受益と負担のバランスをとり、過剰な住民サービスの見直しと行政と住民

の役割分担を明確にする。 

・国と地方の財政収支のバランスが以前とは大きく違い悪化していることを

住民は認識する必要がある。がまんするところはがまんする習慣を。 

・合併後は特に職員の定員の管理と質の向上が必要。 

・一つのまちとして住民が一体感をもって取り組むことが必要である。 

・10年から15年くらいは地域自治組織などで総合支所のある地域を激変緩和

してほしい。 

（交通） 

・支所と本庁舎を結ぶ幹線道路の整備や交通の確保などを充実してほしい。

（情報） 

・ＩＴ化を進め、遠くてもサービスが受けられるような体制にし、住民の利

便性を考慮してほしい。 

（消防・救急） 

・より高度な消防救急体制の整備と地域間の連携が必要。 

（広域行政） 

・消防を含め、一部事務組合など広域行政の効率的な整備再編が必要。 
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民 生 部 門 （保健･医療･福祉に関する事項） 

・アンケートでは、高齢者が安心して暮らせるまちづくりに関心が高いが、

具体的にどのようなことを求めているのか、漠然としている。 

・どこに重点を置いていくのかということが重要。ハードよりも、一人でも

安心して暮らすことのできるシステムが大切。 

・救急医療体制の整備や二次医療への対応が課題。 

・地域のアピールできるものは継承し、掘り下げていくことが必要。 

どこの地域も同じものを持つのではなく、例えば福祉の分野は更別が担う

など拠点づくりという考え方も必要。 

・最も大事なことは、現状のサービス水準を維持していくことと思われる。

（住民活動） 

・住民自らがまちづくりを担っていくという意識を醸成することが必要。 

・住民が一体感を持つことのできるイベントの企画や合併を記念しての大き

なイベントの開催などの方法もある。 

・３万人の町として一体的にできることには、施設面も含めて限界がある。

ただし、いつまでも旧町村単位での企画、実施となると、一体感の醸成に

はつながらない。 

・住民との協働という面では、除雪や花いっぱい運動などの環境づくりで行

政区の力を活用するシステムづくりを考えていく必要がある。 

（環境) 

・アンケートで回答の高い「静かでゆとりのあるまち」として考えられるこ

との一つとして、現在の景観を保全していくための仕組みを考えていく必

要がある。 

・酪農におけるふん尿処理の対応も重要。 

・有機農法での活用ということは考えられないのか。 

（公園) 

・更別村ではパークゴルフ場を有料化しているが。 

・新町として、一体性を確保していくことは必要であるが、他の施設の利用

の場合はどうするかという整合性も考えていく必要がある。 

（定住対策等） 

・地域の定住人口を増やしていくためには、公営住宅の整備が必要。 

・住宅の整備については、行政と民間の役割分担ということも考えていく必

要がある。 

・農業が雇用の創出の核となる。農業後継者対策も考えていく必要がある。

・都市部と農村部の交流など、ＰＲの方法を工夫することも必要。 

 2



 
産業・建設 

部   門 

（農林水産業） 

・農業の担い手が少ない傾向にあることから、建設業者と連携をとり、コン

トラクター事業を行うなど労働力の確保に努めてほしい。 

・３町村が合わさると、畑作と酪農主体の全国屈指の農業王国になることか

ら、大手食品加工会社の誘致を図ってみてはどうか。 

・農業だけでなく、全ての産業に共通するが、高規格道路をメインに、それ

ぞれの地域が利用しやすいところにインターチェンジを設置したら、道央

圏、道東圏とつながり、新町の経済が一層栄えるのでは。 

・山林や防風林を伐採した後に植林しない傾向があるが、今後の自然環境を

考え、行政で何か手を打ってほしい。 

（商工労働） 

・既存の商店街は、車社会の発達により、大規模店舗に客を吸い取られてい

る状況であるが、独自のソフト事業（イベントの実施等）を行い、地域に

密着した商店街として維持してほしい。 

・商工業は、施設を建てるにも全部自己資金で作らなければならないことか

ら、資金の救済措置を図るなどを考えてほしい。 

・商工会は、零細企業の融資、経営相談等の地域に密着したきめ細かい業務

があることから、商工会の機能を既存のまま全て維持してほしい。 

（観光） 

・農業と商業が一体となる観光をつくってみてはどうか。 

（土木） 

・車社会の発達により、住民がより広範囲に移動できる現在において、道路

網の整備は絶対に欠かせない。 

・忠類から幕別への幹線道路である道道幕別大樹線において、４㎞程度の未

改良部分が残っているので、早急に改良をしてほしい。 

・更別から幕別への道路網が複雑になっているので、整備をしてほしい。 

（建築） 

・既存の施設を今までのエリアを関係なく有効利用してもらってはどうか。

・合併して、新規に作る箱物の整備は必要ないのでは。 

（除排雪） 

・第２回小委員会で意見があった除雪センターの設置は、現実味がなく、無

理ではないか。 

・除雪は、現行のとおり民間に委託し、それぞれのエリアを受け持って除雪

をした方がコストも安く済むのでは。 

・排雪場所について、空き地や公園等を利用する必要があるのでは。 

・市街地の除雪は、民間やボランティア等で行う仕組み体制をつくってみて

はどうか。 
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資料③ 分野別意見交換 

 

分野別意見交換分担表 
 

① 総務・文教部門 

（行財政・情報・交流・交通・防災・消防・救急・教育・文化・スポーツ） 

【進  行】 齊藤委員長  

【委  員】 幕別町 佐々木委員 纐纈委員 

更別村 江本委員 鈴木委員 

        忠類村 邊見委員 

【企画部会】 山崎部会長 

【事 務 局】 原田班長 

 

② 民生部門 

（保健・医療・福祉・住民・コミュニティ・環境衛生・集落・公園・土地利用） 

【進  行】 本多副委員長  

【委  員】 幕別町 西尾委員 宮本委員 

更別村 徳尾委員  

        忠類村 南山委員 菅野委員 

【企画部会】 羽磨副部会長 

【事 務 局】 上野次長 

 

③ 産業・建設部門 

（農林水産業・商工労働・観光・土木・建築・上下水道・除排雪） 

【進  行】 杉山副委員長  

【委  員】 幕別町 瀬上委員  

更別村 赤津委員 西田委員 

        忠類村 小原委員 加藤委員 

【企画部会】 水谷副部会長 

【事 務 局】 金子局長 甲谷班員 
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① 総務・文教部門 

新町建設計画における主要施策 (メモ) 
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② 民生部門 

新町建設計画における主要施策 (メモ) 
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③ 産業・建設部門 

新町建設計画における主要施策 (メモ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




